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系統概要およびトリチウム検知箇所

２次系純水にトリチウムが検出された
　但し
　・ガンマ線核種は検出されていない

　・８月５日のサンプリングでは検出されていない

汚染拡大防止措置を実施

非管理区域からもトリチウムが検出された

＜参考＞
　　美浜発電所の月間放出量（トリチウム）

　　　3.05×1011～3.31×1012Bq／月（H16年度実績）

環境に放出された可能性あり

（推定量：１×１０９Bq）

２次系純水：主に、１,２次

系機器の冷却水タンク等へ

の補給に用いる、不純物を

取り除いた純水

１次冷却材系統

トリチウム：約6×104Bq/cm3

　γ　　線：約2×100Bq/cm3

１次系機器へ ２次系機器へ

２次冷却水系統（蒸気発生器2次側）

  　　　トリチウム：ND*

  　　　　γ　　線：ND**

＜参考：３号機運転中の前サイクルのデータ＞

注・60Coで代表した記載

　・検出限界値：＊ 約10×10-2Bq/cm3未満、＊＊ 約3×10-3Bq/cm3未満

１次系純水

トリチウム：約3×104Bq/cm3

　γ　　線：ND**

２次系純水

トリチウム：ND*

　γ　　線：測定実績なし



美浜発電所３号機　安全注入ラインの通水試験中における系統水漏えいに伴う作業員への水の付着について

　第２１回定期検査中、８月１８日、原子炉格納容器内通路
において、安全注入ラインの配管取替えに伴う通水試験の準
備としてＢ－充てん高圧注入ポンプを起動し通水確認（約
１０分）を実施していたところ、１４時４３分頃、通水系統
に取り付けていた仮設流量計の取出し配管（外径約１０ｍ
ｍ）が折損した。このため、放射能を含む系統水（常温）が
漏えいし、当該準備作業に従事していた協力会社作業員２名
の上半身にわずかに付着した。
　直ちに、当該ポンプを停止したところ漏えいは停止した。
（漏えい量は約１５リットル）
　系統水が付着した協力会社作業員２名のサーベイ（放射線
による汚染状況の確認）を行った結果、外部汚染はなく内部
被ばくも認められなかった。
　本事象による環境への放射能の影響はない。

　安全注入ラインの配管取替に伴う通水試験において、当該

仮設流量計上流側取出配管の固有振動数（301.4Hz）が、同

配管の上流側にある充てん／高圧注入ポンプの固有振動数

（ｎＺ成分：301.3Hz）に近いために共振し、疲労損傷した

ものと推定される。
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事　　象

原　　因
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仮設流量計周辺作業

系統水漏えい箇所の状況 破面の観察状況

水平部

ﾚｼﾞｭｰｻ部

上下方向振動

ポンプの固有振動数

３０１．３Hz

一一一一    致致致致

配管固有振動数

３０１．４Hz

破面にはストライエーションが認められた
ストライエーションは配管の内面程明確に認められた

ポンプ仕様
　・羽根枚数：ｎ
　　４枚（１段）／５枚（２～10段）
　・回転数：Ｚ
　4519ｒｐｍ
　　　　rpm
ｎＺ＝ 　　　　 ×羽根枚数
　　　 60 sec

　　　　4519
  ＝ 　　　　 ×4
　　　   60

　＝ 301.3Ｈｚ

ポンプポンプポンプポンプとととと仮設流量計取出配管仮設流量計取出配管仮設流量計取出配管仮設流量計取出配管とのとのとのとの
共振共振共振共振によるによるによるによる疲労損傷疲労損傷疲労損傷疲労損傷とととと推定推定推定推定

共 振 の 発 生

折損箇所

当該の仮設流量計取出配管について、

取出部の単管を短くすると共に配管に

サポート追加することにより、固有振

動数を高くし、充てん／高圧注入ポン

プの固有振動数（ｎＺ成分）を回避さ

せる。

　また、これらを行った後、固有振動

数を計測し問題のないことを確認する。

対　　策



美浜発電所３号機　格納容器排気ダクト等の損傷について

　第２１回定期検査中、平成１７年８月３日から補助建屋・格納容器空調

ダクト等の点検を実施していたところ、Ａ格納容器排気ファン出口の風量

検出器取出部がダクトから外れていることを確認した。

　また、その他に補助建屋排気ダクト溶接部の割れなどが、原子炉補助建

屋で６箇所認められた。

　今回、認められた損傷箇所は、いずれも原子炉補助建屋（放射線管理区

域）内であり、施設外へ放射能の放出はなく、環境への影響はない。

　詳細な原因調査を実施中である。

　補助建屋排気ダクト溶接部の割れなどが認められた６箇所については、

ステンレステープによる養生等、応急補修を行った。

　今後、原因調査の結果を踏まえるなど、補修方法を検討したうえで対策

を実施する。

事　　象

原　　因

対　　策

補助建屋排気ダクト仕様
寸法：約1.4m×約2m
板厚:約1mm
材質：亜鉛鉄板
設計風量：約180,000? /h

格納容器排気ダクト仕様
寸法：約1.2m×約1m
板厚：約3mm
材質：炭素鋼
設計風量：約 58,000 ? /h

　　風量検出器仕様
型式：微差圧スイッチ
取出配管外径：約8mm
取出配管材質：銅管
取付板材質：炭素鋼
取付板寸法：約210mm×約120mm

格納容器排気ダクト風量検出器

取出部外れ箇所

補助建屋排気ダクト損傷箇所

Ａ

Ｂ
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